



















ロマ 2:5 κατὰ δὲ τὴν σκληρότητά σου καὶ ἀμετανόητον καρδίαν θησαυρίζεις σεαυτῷ ὀργὴν ἐν 
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8:15; 9:35; 13:15; 申 9:27; 10:16; 31:27）、預言書においても悔い改めないイスラエルの頑
なさが非難される。ロマ 2:5の、名詞形での頑なさ（σκληρότης）の使用例は聖書中 4例
のみである（申 9:27; 2サム 22:6; イザ 4:6; 28:27）。申命記以外の 3例は「悔い改めの説
教」に該当する箇所ではない。名詞形以外の形容詞、動詞は申命記史書とイザヤ書、エ
レミヤ書、エゼキエル書など預言書における「悔い改めの説教」において頻繁に用いら
れる。また同義語に σκληροκαρδία（心の頑なさ）があり、こちらは 3 例に見られる（申










② U. ヴィルケンス8 
シリア・バルク 85:12; IVエズ 8:33; エチ・エノク 50:4における「怒りの日」と悔い改
めの説教の適用例を紹介する。ヘレニズム世界において δικαιοκρισίαは、配分的義（iustitia 
distributiva）の意味で使われていることを指摘する。『レビの遺訓』に加え、クムラン
の戦い 1QM18:7-8; シビュラ 3:702-709; 感謝詩 1QH1:23; 共規 1QS11:14-15; ヨベ
                                                          
5 『聖書外典偽典 5旧約偽典 III』教文館、1976、257頁。 
T. Levi xv 1Διὰ ταῦτα ὁ ναός, ὃν ἂν ἐκλέξηται κύριος, ἔρημος ἔσται ἐν ἀκαθαρσίᾳ, καὶ ὑμεῖς αἰχμάλωτοι ἔσεσθε εἰς πάντα τὰ 
ἔθνη, 2καὶ ἔσεσθε βδέλυγμα ἐν αὐτοῖς, καὶ λήψεσθε ὀνειδισμὸν καὶ αἰσχύνην αἰώνιον παρὰ τῆς δικαιοκρισίας τοῦ θεοῦ. 3καὶ 
πάντες οἱ θεωροῦντες ὑμᾶς φεύξονται ἀφ' ὑμῶν. 4Καὶ εἰ μὴ δι' Ἀβραὰμ καὶ Ἰσαὰκ καὶ Ἰακὼβ τοὺς πατέρας ἡμῶν, εἷς ἐκ τοῦ 





6 申命記以外の 3例は「悔い改めの説教」ではないので、注解書において関連が指摘されていないと思われる。 
7 E. ケーゼマン『ローマ人への手紙』日本基督教団出版局、1980、114-6頁。 
8 U. ヴィルケンス『ローマ人への手紙 6-11章（EKK新約聖書註解VI/2）』、教文館、1998、167-9頁。 











ることを指摘する。文脈として、エレ 4:4; ガド遺 7:5; 共規 1QS2:25-3:1が近いことを挙
げる。頑ななイスラエルの態度と神との関係に関して、関連箇所の申 9:27; 10:16 の他、
申 9:13, 21; 出 33:3, 5; 34:9; エゼ 3:7; ネヘ 9:16; シリア・バルク 2:30; IIエズ 19:16; ダマ
CD3:5-6 などを挙げる。ἀποκάλυψις（啓示）に関し、ロマ 1:18 との関連を述べる。「怒
り」は「神の裁き」のメタファーであり、「怒りの日」の語法は LXXから借用している
とする。 
④ J. D. G. ダン10 
θησαυρίζωは銀行口座のイメージで語られ、「天に宝を積む」の対極として使われてい
るとする。σκληρότης と σκληροκαρδία との関連を詳しく指摘する。ロマ 2:5 の σκληρότης
に最も関連するのは申 9:27とする。σκληροκαρδίαについてロマ 2:29との関連、またその
ユダヤ教的背景を、エレ 4:4; エゼ 3:7; シラ 16:10; エチ・エノク 16:3; シメ遺 6:2; フィ
ロンの Spec. Leg. i.305を挙げつつ言及し、これら全ての箇所は申 10:16を踏まえると注
解する。 
⑤ R. Jewett11 




⑥ R. N. Longenecker12 
5 節の σκληρότης に関して、ユダヤ教的背景への言及はない。ἐν ἡμέρᾳ ὀργῆς καὶ 
ἀποκαλύψεως δικαιοκρισίας τοῦ θεοῦは「神の怒りの日、すなわち神の義しい裁きが啓示さ
れる時」と訳すのが文法的に正しいと指摘する。旧約の預言者の「裁きの宣告」が響い
ているとする。 
                                                          
9  M. Wolter, Der Brief an die Römer. EKK NF VI/1 (Ostfildern: Patmos-Verlag, 2014), 171-3. 
10 J. D. G. Dunn, Romans 9-16. WBC38B (Grand Rapids, Mich.: Zondervan, 1988), 83-4. 
11 R. Jewett, Romans: A Commentary. Hermeneia (Minneapolis: Fortress Press, 2007), 202-3. 
12 R. N. Longenecker, The Epistle to the Romans. NIGTC (Grand Rapids, Mich.: Eerdmans, 2016), 250. 
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2. 申命記 9-10章におけるアブラハム 














                                                          
13  M. Abegg, Jr., P. Flint, E. Ulrich, eds., The Dead Sea Scrolls Bible: the oldest known Bible translated for the first 
time into English, (San Francisco: Harper San Francisco, 1999), 160-3. 
14  U. Ulrich, ed., The Biblical Qumran Scrolls: Transcriptions and Textual Variants, vol.1. (Leiden: Brill, 2013), 
202-3. 












告は申 7:7-8と 10:14-16である。 
イスラエルへの勧告は、以下の 2点にまとめられる。 
① 自らの義に帰してはならない（申 8:17; 9:4-6）。 









に 5節で、イスラエルが義であるから（διὰ τὰς δικαιοσύνας μου）土地取得が可能になった
のではなく、周辺民族が神を畏れぬゆえ（διὰ τὴν ἀσέβειαν τῶν ἐθνῶν τούτων）土地を追わ
れたのであると、δικαιοσύνηと ἀσέβειαの対比が繰り返し述べられる19。6節においては「あ
なたが義ではないから」（ὅτι οὐχὶ διὰ τὰς δικαιοσύνας σου）と、「自分が義であると考える
こと」が「頑なさ」であると、頑なさの内容が明らかにされる。 
9章において 5節と 27節で「アブラハム、イサク、ヤコブ」が繰り返され、族長は選
                                                          
15  E. Otto, Deuteronomium 1-11. HThKAT (Freiburg: Herder, 2012), 986; D. L. Christensen, Deuteronomy 1-11. 
WBC6A. (Dallas, TX.: Word Books, 1991), 201-3. 
16  申（LXX）9:27 μνήσθητι Αβρααμ καὶ Ισαακ καὶ Ιακωβ τῶν θεραπόντων σου, οἷς ὤμοσας κατὰ σεαυτοῦ· μὴ ἐπιβλέψῃς ἐπὶ 
τὴν σκληρότητα τοῦ λαοῦ τούτου καὶ τὰ ἀσεβήματα καὶ τὰ ἁμαρτήματα αὐτῶν, 《私訳》あなたが自らに誓った（相
手である）あなたの僕アブラハム、イサク、ヤコブを覚えていて下さい。この民の頑なさと、彼らの（神へ
の）畏れのなさと罪の上に、目を留めないで下さい。 
17  J. E. Robson, Deuteronomy 1-11. (Waco, TX.: Baylor University Press, 2016), 304. 
18  L. Perkins, Deuteronomy in J. K. Aitken (ed.), The T&T Clark companion to the Septuagint, (London: Bloomsbury 
T&T Clark, 2015), 68-85. 
19  MTにおいては、4節ならびに5節とも、צְ ָדָקה（義）とִרְׁשָעה（悪）が対比されている。 
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2.3 申命記 9章 23節は創世記 15章 6節の対極として位置付けられる 
申 9:27は直前の 9:23を受ける。信じる（πιστεύω）という動詞は申命記で 2度用いら
れる22。このうち重要なのは申命記 9:23のみであり、MTではֶהֱאַמְנֶּתם（ヒフィル）が、
LXXでは ἐπιστεύσατεが用いられる23。創 15:6も同様、MTでヒフィル24、LXXでἐπίστευσεν 





意識されている。つまり申 9:23 は創 15:6 の対極として読まれている。これは後のユダ
ヤ教におけるミドラシュ（解釈）においても認められる27。タルグムの申 9:23において、
                                                          
20  G. フォン・ラート『ATD旧約聖書註解 5（申命記）』ATD・NTD聖書註解刊行会、2003、122-3頁。 
21  出（LXX）32:13 μνησθεὶς Αβρααμ καὶ Ισαακ καὶ Ιακωβ τῶν σῶν οἰκετῶν, οἷς ὤμοσας κατὰ σεαυτοῦ καὶ ἐλάλησας πρὸς 
αὐτοὺς λέγων Πολυπληθυνῶ τὸ σπέρμα ὑμῶν ὡσεὶ τὰ ἄστρα τοῦ οὐρανοῦ τῷ πλήθει, καὶ πᾶσαν τὴν γῆν ταύτην, ἣν εἶπας 




22  申 9:23; 28:66. 申 28:66は「イスラエルの民が自分の命を信じられなくなるだろう」という文脈である。 
23  申（LXX）9:23 καὶ ὅτε ἐξαπέστειλεν κύριος ὑμᾶς ἐκ Καδης Βαρνη λέγων ̓ Ανάβητε καὶ κληρονομήσατε τὴν γῆν, ἣν δίδωμι 




24  創（MT）15:6   יהָו֑ה ן ַּבֽ 私訳》彼［アブラハム］は》ְוֶהֱאִמ֖ YHWHを信じた。 
25  J. Ha, Genesis 15: A Theological Compendium of Pentateuchal History. BZAW181 (Berlin: Walter De Gruyter, 
1989), 186-188. 
26  D. I. Block, Hearing Galatians with Moses: An Examination of Paul as a Second and Seconding Moses in D. I. 
Block, R. L. Schultz, (eds.), Sepher Torath Mosheh: Studies in the Composition and Interpretation of 
Deuteronomy (Peabody, Mass.: Hendrickson Publishers, 2017), 362-3. 
27  A. E. Cairus, Protection and Reward: the Significance of Ancient Midrashic Expositions on Genesis 15:1-6, (1988), 188.  
https://digitalcommons.andrews.edu/dissertations/20 







ない」（οὐκ ἐνεπιστεύσατε κυρίῳ τῷ θεῷ ὑμῶν）と述べられる。 
申命記に特徴的な「神の声を聴く」（申 9:23; 26:17他）は、神の声に聴き従ったアブ
ラハムの態度に通じ、創 15:6; 22:15-18と相互に関連づけられて読まれてきた28（創 15:6; 
22:15-18は申命記史家の編集が加わっている29）。なお、申命記における πίστιςならびに
πιστεύωは、信仰とか信頼の意味よりはむしろ「畏れ」（ָיֵרא）の意味で用いられている。 
創 15:6はロマ 4:3で引用される。パウロもまた創 15:6の文脈との対比で申命記 9章を
解していると考えられ、ロマ 2:5でもアブラハムを意識しているといえるのではないか。 
 






① イスラエルは最も数の少ない（申 7:7） 
② イスラエルの道徳的無価値（申 9:4-6; 10:14-16） 
③ YHWHのイスラエルへの愛のゆえ（申 7:8） 
④ 先祖ゆえ（申 9:27） 
⑤ 先祖への誓いゆえ（申 7:8; 9:5） 
⑥ 先祖への愛のゆえ（申 4:37; 10:15） 
申 4:37では、「彼［神］があなたの先祖を愛したゆえに」（διὰ τὸ ἀγαπῆσαι αὐτὸν τοὺς 
                                                          
28  B. Schließer, Abraham's Faith in Romans 4: Paul's concept of faith in light of the history of reception of Genesis 
15:6. WUNT224 (Tübingen: Mohr Siebeck, 2007), 144-6, 168-9. 
29  H. Ausloos, The Deuteronomist's history: the role of the Deuteronomist in historical-critical research into 
Genesis-Numbers, (Leiden: Brill , 2015, 68-9. 
30  申（LXX）10:14-16 14ἰδοὺ κυρίου τοῦ θεοῦ σου ὁ οὐρανὸς καὶ ὁ οὐρανὸς τοῦ οὐρανοῦ, ἡ γῆ καὶ πάντα, ὅσα ἐστὶν ἐν αὐτῇ· 
15πλὴν τοὺς πατέρας ὑμῶν προείλατο κύριος ἀγαπᾶν αὐτοὺς καὶ ἐξελέξατο τὸ σπέρμα αὐτῶν μετ᾽ αὐτοὺς ὑμᾶς παρὰ πάντα 





31  T. Karimundackal, A Call to Commitment: An Exegetical and Theological Study of Deut 10, 12-11, 32. Forschung 
zur Bibel135 (Würzburg: Echter Verlag, 2017), 120-2. 
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πατέρας σου）、「彼らの後の彼らの子孫、つまりあなたたちを選び」（καὶ ἐξελέξατο τὸ σπέρμα 
αὐτῶν μετ᾽ αὐτοὺς ὑμᾶς）と、愛する（ἀγαπάω）と選ぶ（ἐκλέγω）32という重要語が使われ
る。33 
次に、申 7:6では「あなたの神である主はあなたを好み選んだ」（καὶ σὲ προείλατο κύριος 
ὁ θεός σου）、7:7aで「主があなたたちを選り好みしたのは、あなたたちが全ての民に勝
って数が多かったからではない」（οὐχ ὅτι πολυπληθεῖτε παρὰ πάντα τὰ ἔθνη προείλατο κύριος 
ὑμᾶς）、7b「あなたたちが全ての民の中で、数が少なかったから」（οὐχ ὅτι πολυπληθεῖτε 
παρὰ πάντα τὰ ἔθνη προείλατο κύριος ὑμᾶς）、7:9で「しかし、主はあなたたちを愛したゆえ
に」（ἀλλὰ παρὰ τὸ ἀγαπᾶν κύριον ὑμᾶς）と続く。このように 7:6-8では、選り好み（προαιρέω2）
34と ἐκλέγωと ἀγαπάωが使われる35。 






リンの 4QPhylk (4Q139), メズーザの 4QMezc (4Q151), クムラン第 11洞窟38のテフィリ
ンの XQPhyl1には、MTと同じく、רק（ただ）が認められる（BHQの apparatusによる）。




なさ」への勧告が二重に繰り返される。パウロもまたロマ 2:5 において、σκληρότητα に
ἀμετανόητον καρδίαν（悔い改めようとしない心）というこの箇所でのみ使われる独特の表
現を加えている。したがって、申命記 9-10章における σκληρότηςと σκληροκαρδίαの 2語
を一義にして用いているのではないかと考えられる。 
                                                          
32  数あるうちから（感情抜きで）「単に」選ぶの意。 
33  MTではאהב（愛する）と（בחר選ぶ） (4:37)。 
34  好みを持って選ぶ、選り好みの意。 
35  MTではחׁשק ;(7:6) בחר（好意を持つ）と7:8) אהב ;(7:7) בחר)。 
36 MTではחׁשקとאהבと10:15) בחר)。 
37  T. Karimundackal, 46. 
38  古物商のKhalil Iskander Shahin (Kando)から購入したもので、出処はクムラン第 11洞窟と考えられている。 
39  M. Baillet, J. T. Milik, R. De Vaux, H. W. Baker eds., Les 'Petites Grottes' de Qumran. DJDIII (Oxford: Clarendon, 
1997), 149-57. 
40  B. Grossfeld ed., The Targum Onqelos to Deuteronomy. The Aramaic Bible vol. 9 (Edinburgh: T. & T. Clark, 
1988), 43. 





2.5 申命記 9-10章とローマ章 2章 5節以外の箇所との関連性 
上記以外に、その他、申命記 9-10章とローマ書との関連を以下に述べる。 
(i) 申 10:17で「神は外側の仮面を見ていない」（οὐ θαυμάζει πρόσωπον）という表現
が見られる。パウロもまたロマ 2:11で、「なぜなら神のもとには、顔を受け入




書で共通して見られる。申 9:7, 23, 24で ἀπειθέω（背く）が用いられ、一方、
ロマ 2:8で「真理に背いて」（ἀπειθοῦσιν τῇ ἀληθείᾳ）として使われる41。申 9:4-5, 
27で ἀσέβημα（神を畏れぬ）、ロマ 1:18で「人間のあらゆる神への畏れのなさ
と不義に対して」（ἐπὶ πᾶσαν ἀσέβειαν καὶ ἀδικίαν ἀνθρώπων）42。申 9:16, 182, 21, 27
で ἁμαρτάνω（罪を犯す）、ἁμάρτημα（過ち、罪の行為）、ἁμαρτία（罪）、ロマ
3:9で「ユダヤ人もギリシャ人も全て罪の下にある」（Ἰουδαίους τε καὶ Ἕλληνας 
πάντας ὑφ᾽ ἁμαρτίαν εἶναι）43が使われる。 
(iii) パウロはロマ 2:29 で「本当のユダヤ人とは」問いかけをする。真のユダヤ人








あるということを。3なぜなら私は〜祈った」（2ὅτι λύπη μοί ἐστιν μεγάλη καὶ 
                                                          
41 MTではמרה（背く）。ἀπειθοῦντες (申9:7); ἠπειθήσατε (申9:23); ἀπειθοῦντες (申9:24); ἀπειθοῦσιν (ロマ2:8). 
42 MTではִרְׁשָעה（悪）。ἀσέβειαν (申9:4); ἀσέβειαν (申9:5); ἀσεβήματα (申9:27); ἀσέβειαν (ロマ1:18). 
43 MTではחטא（罪）。ἡμάρτετε (申9:16, 18); ἁμαρτίαν (申9:18); ἁμαρτίαν (申9:21); ἁμαρτήματα (申9:27); ἁμαρτίαν (ロ
マ3:9). 
44 申命記ではこの 2箇所であるが、レビ 26:41; エレ 4:4; 9:25; エゼ 44:9に類似表現がある。 
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ἀδιάλειπτος ὀδύνη τῇ καρδίᾳ μου. 3ηὐχόμην）におけるパウロの祈りは、申 9:25-26
「25私［モーセ］は四十日四十夜、主の前に嘆願した。26私は神に向かって祈
った」（25καὶ ἐδεήθην ἐναντίον κυρίου τεσσαράκοντα ἡμέρας καὶ τεσσαράκοντα νύκτας 
























いて「怒りの日、すなわち神の義しい裁きが啓示される日に」（ἐν ἡμέρᾳ ὀργῆς καὶ 
                                                          








ἀποκαλύψεως δικαιοκρισίας τοῦ θεοῦ）と述べる。ただ、元来の申 9:27における裁きは世の
終わりの黙示思想的裁き（δικαιοκρισίας）ではない。むしろ、ヘレニズム時代に入ってか
らの、『レビの遺訓』やクムランにおける「義しい裁き」と共通の文脈を踏まえたもの


















の義を勝手に立てようとしているとパウロは批判している（τὴν ἰδίαν [δικαιοσύνην] 
ζητοῦντες στῆσαι,）。 








                                                          
46 Ἰουδαῖος (1:16; 2:9, 10, 17, 28, 29; 3:1, 9, 29; 9:24, 10:12); Ἰσραὴλ (9:62, 272, 31; 10:19, 21; 11:2, 7, 25, 26); Ἰσραηλίτης 
(9:4［複数形］; 11:1). 
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ったからである。その上でパウロは、普遍的救済を視野に入れ、Ἰουδαίους τε καὶ Ἕλληνας 
πάντας ὑφ᾽ ἁμαρτίαν εἶναι,（ユダヤ人もギリシャ人も全て、罪の下にある）と結論づける
（3:9）。義を語る者が誰一人いない（οὐδεὶς λαλεῖ δίκαια）とするイザ 59:4に倣い、パウ













でインクルーシオ的に使われていることからも補強できる（1:2; 4:13-14, 16, 20, 21; 9:4, 
8-9; 15: 8）。パウロ以前のユダヤ教において、約束とアブラハムは結び付けられており、
パウロも、約束は神の言葉、先祖への誓いとしてのアブラハムへの告知として捉えてい
る。続く 3節でダビデの子孫（ἐκ σπέρματος Δαυὶδ）を述べることでメシアという救済史
的関心を明確にする。 
                                                          
47  旧約には「約束」というモチーフはあっても「約束」という単語はヘブライ語にはない。ロマ 9:9で 18:10, 14
が引用されるように、3人の客人のイサク誕生の予告の言葉が「約束」の言葉（λόγος τῆς ἐπαγγελίας）として
捉えられていたことはパウロのみならず、後 1世紀のユダヤ教に共通する。 





（δικαιοσύνη）と信仰（πίστις）の組合せというハバ 2:4 と創 15:6 のテクストを連想させ
ることでアブラハムを準備する。17節 aで、イザヤ書 51章に示される救済の方向性「ア





なるはずがない（μὴ ἡ ἀπιστία αὐτῶν τὴν πίστιν τοῦ θεοῦ καταργήσει;）、神は忠実な方（ὁ θεὸς 
ἀληθής）であり続けられるのだから（ロマ 3:2-4）。この救済史的主題は 3 章、4 章、9
章で繰り返される。このうち、ロマ 4章と 9章ではユダヤ人のみならず異邦人キリスト

















                                                          
48  武久盾「ローマ書 1章 17節 bにおける ὁ δίκαιος（義人）はアブラハムか？」『新約学研究』46 (2018)、53-67
頁; 武久盾「ロマ書 1章 17節 bにおける ὁ δίκαιος（義人）は誰か？」『神學研究』65 (2018)、77-91頁; 武久
盾「ロマ書 1章 17節 aの ἐκ πίστεως εἰς πίστινの解釈について」『神學研究』64 (2017)、11-21頁; 武久盾「ロ
マ書 1章におけるハバクク書の位置付け」、日本新約学会編『イエスから初期キリスト教へ 新約思想とそ
の展開』リトン、2019、255-75頁。 
49  ロマ 3:2における神の言葉（τὰ λόγια τοῦ θεοῦ）には、約束（ἐπαγγελία）や啓示、預言者への託宣、さらに契約
（διαθήκη）も含まれる。 
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 A series of textual links between Romans 1 and 4 suggests that Paul is setting 
Abrahamʼs faith in opposition to Gentile disobedience. Thus, the focus on “the one who is 
righteous by faith" in Rom 1:17b initiates the justification perspective which later unfolds to the 
statement that Abraham was justified by faith and not by works in Romans 4. It is worth 
clarifying the content and purpose of Romans 2 in argumentative contexts between Romans 1 and 4. 
A number of scholars have detected that the phrase “κατὰ τὴν σκληρότητά σου (as a 
result of your hardness)” in Rom 2:5 is based on warning against “hardness of heart” reflect a 
topos of Deuteronomi(sti)c-prophetic tradition of conversion. The noun σκληρότης (hardness 
or stubbornness) is used only four times in the LXX and most relevantly in Deut 9:27. The 
question is whether Paul was thinking of Abraham in recurring the Deuteronomi(sti)c 
Israel's election theology in Romans 2. 
This paper takes up that Rom 2:5 is also related to back to the warning of Deut 
10:16 and Paul clearly aligns himself with the series of warnings in Deuteronomi(sti)c heart 
to be circumcised “σκληροκαρδία”. Moreover, Deut 9:27 and 10:15 state “remember your 
servants, Abraham, Isaac, and Jacob!” and “the LORD set his heart in love on your ancestors 
alone and chose you, their descendants after them”, respectively. Both texts refer to Israelʼs 
fall into idolatry to the golden calf incident. The fact that YHWHʼs unique love for the 
patriarchs and his choice of ‘their seed after themʼ is articulated in both verses. The 
uniqueness of YHWHʼs sovereignty lies in his attachment to the love and choice of Israel out 
of all peoples, beginning with Abraham, the first patriarch, up to the present generation. 
This context is also recurred by Paul in Romans 2 and starts an argument against Jewish 
identity. Paul addresses a criticism against any Jewish assumption that Godʼs people are free 
of grosser gentile sins and that any Jewish sin is insufficient to disturb Israelʼs favored status 
as the people chosen by God.  
This study has proposed that Paul is here following a line of argument which had 
already taken shape in Deuteronomi(sti)c narrative. Recurring Deut 9:27 and 10:16 in Rom 
2:5, Paul must have already had Abraham in his mind. The scheme is that Paul is 
extrapolating from Deuteronomi(sti)c concept of Israelʼs election and applying the ideas to 
the salvation history of the chosen people and the pagan world. Within textual linkages of 
the portrait of Abraham, Jewish unrighteousness and gentile unfaithfulness put forth the 
thesis of justification by faith without works.  
